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とうと

尊いいのちを
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新潟県内唯一の
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戦災都市です。
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昭和２０年８月１日
ごご

午後１０時３０分、
にいがたけんない

新潟県内で
ゆいいつ

唯一、
ながおか

長岡はアメリカ
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軍によって
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大規模な
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空襲を
う

受けました。
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防空壕のあった
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善行寺（本町）の
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荼毘に
ふ
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身寄りの
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判明しない
ごいたい

御遺体は
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まいそう

埋葬されました。
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せんさいじゅんなんしゃ

戦災殉難者の
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慰霊を
もくてき

目的として、
しなのがわ

信濃川で
とうろうなが

灯籠流しが
はじ

始められましたが、
とうろうかいしゅう

灯籠回収が
こんなん

困難な
こと

事と
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おせん

汚染が
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懸念された
こと

事から、
お

惜しまれながら
しょうわ

昭和４６年を
さいご

最後に
ちゅうし

中止されました。

その
ご

後、
しょうわ

昭和５９年に
ながおかしぎかい

長岡市議会が
けんないはつ

県内初の「
　ひかくへいわ　と　し せんげん

非核平和都市宣言」を
かけつ

可決した
こと

事に
ともな

伴い、
ながおかせいねんかいぎしょ

長岡青年会議所の
よ

呼び
か

掛けと
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復活を
のぞ

望む
おお

多くの
しみん

市民からの
ごきょうりょく

御協力によって、
かいじょう

会場を
かきがわ

柿川に
うつ

移して
さいかい

再開されました。そして、
ことし

今年で
だい

第３１
かいめ

回目を
むか

迎える
こと

事となりました。
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一般社団法人 長岡青年会議所

理事長　佐田　直人

２０１４年 ８月１日● １９時より金

会場／柿川一之橋（旭町）～ 追廻橋（柏町）

柿川灯籠流し
～未来へ繋ぐ，慰霊の灯～

第３１回
か き が わ

み ら い つ な い れ い あ か り

と うろう な が
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～未来へ繋ぐ，慰霊の灯～～未来へ繋ぐ，慰霊の灯～～未来へ繋ぐ，慰霊の灯～

第３１回第３１回第３１回
か き が わ

み ら い つ な い れ い あ か り

と うろう な が

Photo /  Nakahodo Choj i

がっしょう

合掌



http://www.nagaoka-jc.or.jp/

長岡市三和3丁目123-15　TEL.0258-34-0069
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８月１日（金）のスケジュール

 柿川灯籠流し
会場案内図

１７：００～　　　　　　灯籠の引渡し

１９：００～１９：３０　　セレモニー

１９：３０～２０：３０　　第３１回柿川灯籠流し

※数に限りがございますので、お早めにお越しください。
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